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(3) 架橋剤エチレングリコール・ディグリシジル・エーテルで架橋した DNAゲル， rRNA/DNA混合ゲル及びゼ、ラチ
ンゲルを作成した。
















沢眠君は，多くの高分子ゲルを対象に 1 次の体積相転移について調べ，相転移のサイズ効果を発見し，これを Flory
-Huggins の理論に表面張力を取り入れることにより説明した。さらに，再帰還型相転移を見いだしたほか， RNA/ 
DNAゲルの作成と相転移の観測に初めて成功し，また卵白ゲルのゲル・ガラス転移や結晶化現象を初めて明らかにし
た。これらは，高分子ゲルの研究を大きく発展させるものであり，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと
認める。
-108-
